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「深井保健科学研究所セミナー」(2016年1⽉〜2016年12⽉)

!深井保健科学研究所　第15回コロキウム　2050年のヘルスケア

■⽇　　程:2016年8⽉20⽇(⼟曜⽇),10:30受付　11時〜17時
(懇親会は17:30から別会場)

■会　　場:東京国際フォーラム,ガラスホール棟　G510(JR有楽町駅徒歩数分)
■主　　催:深井保健科学研究所

TEL&FAX:048-957-3315/E-mail: fukaik@fihs.org
■テ ー マ:2050年のヘルスケア
■開催主旨:
⾼齢化および人口減少社会における社会保障制度とヘルスケアについて、SDGs(持続可能な開発のた

めの⽬標)をはじめとするグローバルな議論が進んでいる。これらのゴール設定は、2020年、2025年、
あるいは2030年となっているものが多い。また、1990年代には、WHO⻭科部⻑バームス氏から2025年
に向けた⻭科保健に関する将来予測が提唱されていた。
一⽅、わが国では、2025年は団塊の世代が 75歳以上となる年であり、この 2025年に向けた保健医療

介護体制に関する準備が急ピッチで進んでいる。この団塊の世代が100歳を迎え、現在の10歳の小児が
45歳に、30歳が65歳になるのが2050年である。そのため2025年を⽬指す展開は、個人のライフコース
からみると短期的なものに過ぎない。むしろ2050年の世界を⽬指した⽬標設定とそのゴールに向かった
戦略を、人口構造、疾病構造とニーズ、社会保障制度、専⾨職種の数と質、ヘルスケア提供体制、そし
て⻭科医学教育の観点を踏まえて設定する必要がある。
このような観点から、本コロキウムでは、これまでの⾼齢者保健、NCD予防、ライフコースアプロー

チ等の議論を踏まえ、ヘルスケアをめぐる多職種連携および人⽣100年が現実のものとなってきた「現
代版バームス予測」として、2050年のヘルスケアについて議論を⾏う。
■プログラム:
開会　深井穫博(深井保健科学研究所)第15回コロキウムの主旨
1.最新トピックス 11:00−11:50

座⻑　吉野浩一(横浜銀⾏)
1)⽵内研時(九州⼤学):⾅⻭部の噛み合わせと⾼齢者の介護依存の関連
2)佐藤遊洋(東北⼤学):口腔保健と IADLとの関連に関するコホート研究
3)岡本悦司(福知⼭公⽴⼤学):知的障害児の増加と出⽣時体重ならびに⺟年齢との関連(ライフ

コースアプローチの観点から)
コーヒー・ブレイク 11:50−12:05

2.課題提起「2050年の将来予測」 12:05−12:40
座⻑　花⽥信弘(鶴見⼤学)

資 料 !
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課題提起1.
神原正樹(⼤阪⻭科⼤学,神原グローバルヘルス研究所):⻭科医学教育を考える
課題提起2.　
深井穫博(深井保健科学研究所):2050年のヘルスサイエンス・ヘルスケアと健康創造

3.シンポジウム:2050年のヘルスケアを考える 12:45−15:35
シンポジウム1:⻭科医療ニーズと⻭科専⾨職数 12:45−14:05

モデレーター:安藤雄一(国⽴保健医療科学院)
話題提供(各15分)
1)安藤雄一(国⽴保健医療科学院):⻭科医療ニーズと⻭科医師需給
2)恒石美登里(⽇本⻭科総合研究機構):NDBからみる⻭科医療・口腔保健ニーズ
3)⼤島克郎(⽇本⻭科⼤学):補綴治療のニーズに関する将来予測
シンポジウム2:健康課題と⻭科医療・口腔保健 14:05−15:35

モデレーター:深井穫博(深井保健科学研究所)
話題提供(各15分)
1)嶋崎義浩(愛知学院⼤学):健康⻑寿⾼齢者(仮)
2)上野尚雄(国⽴がん研究センター):NCDs(がん治療)の最前線と将来予測
3)⽚岡⻯太(昭和⼤学):健康⻑寿社会に向けての多職種連携教育 
4)花⽥信弘(鶴見⼤学⻭学部):2050年のヘルスケア像

4.ワークショップ:2050年までの研究課題 15:35−16:50
モデレーター:⽵内研時(九州⼤学)

5.まとめ(FIHS提言) 16:55
2050年のヘルスケア
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コロキウム2016提言

2050年の口腔ヘルスケア
深井保健科学研究所

第15回コロキウム「2050年のヘルスケア｣(2016年8⽉20⽇、東京、⽇本)

グローバルな⾼齢社会の進展と健康に関するニーズが変化していく中で、人々が健康と幸福を享受でき
る社会の実現のために、持続可能な社会保障システムを構築しなければならない。2050年には、ベビー
ブーマーが100歳を迎え、世界人口が恒常化していく。第15回コロキウムでは、これまでの社会変化を振
り返り、「2050年のヘルスケア・口腔ヘルスケア｣予測と、それに対応するための研究展開および⻭科医学
教育の課題について議論を⾏った。口腔ヘルスケアが、健康社会実現に向かってその役割を果たしていく
ためには、口腔疾患の治療中心の⻭科医療から、多職種連携に基づく健康創造型の⻭科医療・口腔保健へ
と転換することが必要である。このような観点から、以下の提言を⾏う。

1.ハイリスク者に対する効果的なヘルスケアに関する研究の蓄積を図ることと共に、健康や保健⾏動
を左右する健康の社会的決定要因を考慮した健康格差の是正の取り組みを推進する。

2.口腔と全身の健康との関連を踏まえ、多職種連携と健康増進に基づく⻭科医学教育体系の再編とそ
の実践を促進する。

3.⻭・口腔の健康度評価と健康保持を図るためのヘルスケア技術に関する研究の蓄積を促進し、その
成果を健康にかかわる多職種が共有する。

4.情報科学と認知⾏動科学に基づく健康教育⼿法を基盤とした保健指導のアプローチに加え、⾏動経
済学と社会疫学に基づく保健⾏動が向上する環境づくりのための研究を促進することによって、エ
ビデンスと口腔保健ニーズに即したより効果的なセルフケアの推進を図る。

5.⻭科医療の健康増進効果を社会経済的な視点から検証し、持続可能な国⺠皆保険制度のための疾病
予防を組み込んだ新たなシステムを⻭科口腔保健分野から提案するための研究を推進する。また、
地域の⻭科医療機関の機能分化に関する研究と実践の促進を図る。

将来予測1.2050年のへルスケア
深井保健科学研究所　第15回コロキウム、2016年8⽉20⽇、東京
1.疾病構造および人口構造の変化は、保健医療の主要技術と体系を転換させる。低・中・⾼所得国の
健康課題が共通してくる。

2.全身の健康状態・リスクは、個人医療情報技術(ICT)と人工知能(AI)の発達によって、誰でも
いつでも把握しやすくなる。

3.疾病・機能低下と加齢との関係がより整理され、非感染性疾患(NCDs)は、環境性、⾏動性、老化
起因性、遺伝起因性等に再分類される。予防医療から予知医療への転換が進んでいく。

4.持続可能な社会保障制度の観点から、健康政策が予防とセルフケアの推進に一層シフトしていく。
5.ハイリスクグループに対する保健医療技術と環境づくりが発展し、その⼿法がより⾼度化する。
6.健康に関する多領域の職種間連携と評価基準の共有化が進化していく。
7.口腔疾患の疾病構造の変化(う蝕・⻭周病・⻭の喪失の減少)は、⻭科保健医療の主要な技術を転
換させ、口腔保健の健康増進における役割が一層⾼まる。
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将来予測2.2050年の口腔へルスケア
深井保健科学研究所　第15回コロキウム、2016年8⽉20⽇、東京
1.⻭科疾患・⻭の喪失は、common diseaseでなく、ハイリスク者の抱える疾患となる。
2.⻭科疾患の治療および⽋損⻭補綴治療中心の⻭科医療機関のニーズは減少し、健康な⻭・口腔を維
持することに⻭科医療専⾨職の役割はシフトする。

3.⻭・口腔の健康を保持するための全身の健康のリスク評価が⻭科保健医療に体系化され、医科・栄
養分野を始めとする多職種がその成果を共有するようになる。

4.⻭科医療・口腔保健の役割が、⻭科疾患の治療から、咀嚼・摂⾷機能およびコミュニケーション機
能をはじめとする口腔機能の保持改善へと広がり、健康増進・well ageing分野の基本的な領域とな
る。

5.情報技術の発達とエビデンスの蓄積が、⻭科保健指導を進化させ、セルフケアのウエイトが⾼まる。
6.地域の⻭科医療機関は、予防・健康増進中心の医療機関と⻭科疾患治療・口腔機能回復中心の医療
機関の二つに機能分化していく。そして多くの⻭科医療機関は、予防・健康増進の役割を担うよう
になる。
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!FIHS Seminar(145th〜154th):How to make an effective English
Presentation of health sciences.

145th FIHS seminer
Date; 16 January, 2016 18:50
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
146th FIHS seminer
Date; 13 February, 2016 18:15
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
147th FIHS seminer
Date; 23 April, 2016 18:15
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
148th FIHS seminer
Date; 8 May, 2016 18:00
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
149th FIHS seminer
Date; 4 June, 2016 18:15
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
150th FIHS seminer
Date; 23 July, 2016 18:30
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
151th FIHS seminer
Date; 6 August, 2016 18:30−20:30
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
152th FIHS seminer
Date; 24 September, 2016 18:30
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
153th FIHS seminer
Date; 15 October, 2016 18:30
Place; Fukai Institute of Health Science
Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J
154th FIHS seminer
Date; 5 November, 2016 18:30
Place; Fukai Institute of Health Science
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Lecturer: Fukai K, Yoshino K and Huffman J

!「⻭科疫学研究会」定例セミナー(128回〜137回)
第128回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年1⽉28⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:安藤雄一
第129回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年2⽉25⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博、遠藤眞美
第130回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年3⽉17⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:⽥村光平、遠藤眞美
第131回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年4⽉28⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博、安藤雄一
第132回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年5⽉19⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博、⽥村光平、遠藤眞美
第133回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年6⽉30⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博、⼤島克郎
第134回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年7⽉28⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博、遠藤眞美
第135回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年9⽉1⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博、遠藤眞美
第136回⻭科疫学セミナー
⽇　時:2016年10⽉20⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博,、安藤雄一、⼤島
第137回⻭科疫学セミナー
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⽇　時:2016年11⽉24⽇(木)午後7時〜9時
会　場:深井保健科学研究所(埼⽟県三郷市彦成3−86)
発表者:深井穫博、安藤雄一、⼤島


